
Title 栽培漁業における魚病問題　（第23回北洋研究シンポジウム）

Author(s) 吉水, 守

Citation 水産海洋研究, 56(3), 347-352

Issue Date 1992-07

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/53187

Type conference paper

File Information koenshoroku2.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



第23回北洋研究シンポジウム

6．栽培漁業における魚病問題

吉水守（北海道大学水産学部）

１．はじめに

栽培漁業は有用魚貝類の親魚，親エビ・カニ，母貝，

母藻を人為的環境下で管理し，その種苗を集約的に効率

よく生産・飼育して資源育成を目的に放流あるいは養殖

する方法である。有用魚介類の種苗生産技術開発が進み，

飼育法の技術的な問題が解決されるにつれ．病原体によ

る疾病被害が未解決の大きな問題となっている。生物飼

料や飼育施設CDP管理には十分な注意が払われているがⅢ

各地の種苗生産施設や育成施設において，対象魚介類の

多くの種で。原生動物，真菌，細菌．ウイルス等による

疾病が発生し，深刻な打撃を与えている（須田．19878

Ｋ1J1Ｍ人，1990)。

現在各地の種苗生産施設で問題となっている疾病の大

部分はウイルス性の疾病であり，特に魚類ではその被害

が大きく，時として全滅状態に至っている。また育成段

階では細菌性および寄生虫性の疾病被害が多く，一部は

薬剤等による治療が可能であるが，種苗生産の基本は健

苗の育成にあり，病気の発生を防止し健康種苗を育てる

必要がある。今回，これらの疾病被害およびその病原体

を紹介すると共に，北海道の種苗生産施設および中間育

成施設において問題となっている疾病を紹介し，併せて

これら疾病の防疫手法，特に採苗親魚の健康状態の把握

法，種卵・飼育用水・飼育施設等の消毒法を紹介したい。

の神経壊死症（ＭｏｎｌｅＣＱＺ.､1992）やマダイをはじめ

とする数種の海産魚のイリドウイルス感染症（井上ら，

1992）などが大きな問題となっている。細菌性疾病

としてはW6riosp・ＭＦＩによるヒラメの腸管白濁症

(Munoc八ｅｄｑＺ.,1990）や腹部膨満症，さらにパキュ

ロウイルスによるクルマエビの中腸腺壊死症（S八NＣＣＺ

ロム．1981）や数種のえび・かに類の真菌症，藻類ではマ

コンプの種苗糸赤変症(絵面ら,1987）などが問題となっ

ている。

これらの疾病の中でヒラメのラブドウイルス病のよう

に対策が確立され，その後の発生および被害の報告がみ

られなくなった疾病もあるが，多くは有効な対策がなく

防除対策の確立を待つしかない現状にある。

一方育成段階ではウイルス性疾病の被害は減少し代

わってクラミジア様微生物（江草，1987）や各種の細鬮

性疾病並びに寄生虫性疾病が間脳となっている。特に細

幽性疾病に関してはある程度研究も進み，薬ﾊﾞﾘによる治

療法も確立されつつあるが，いったん病気が発生すると

やはりその被害は多大なものとなる。

３．北日本の種雷生産施艘および

中間育成施設で問題となっている疾病

北海道および東北地方の場合，種苗生産対象魚介類が

北方冷水系の生物が多い関係上．西日本各地の種苗生産

施設で問題となっているような疾病は少ない。しかし将

来それぞれの種特有の疾病の発生が起こらないとは限ら

ず，早急な疾病対策の確立が望まれる。

現在までに問題となった主な疾病を上げると表３のよ

うになり，ウイルス性疾病としてはヒラメのラプドウイ

ール又病や腹水症．へルペスウイルスによる上皮増生症，

リンホシスチス症などであり，細菌性疾病としてはヒラ

メ‘マツカワ等のエドワジェラ症や連鎖球菌症．滑走#'１１

菌症，トヤマエピの真菌症などが知られている。また寄

生虫症としてはヒラメのイクチオポド症，スクーチカ症

などが主な疾病として報告されている。また原因不明の

未解決の問題としてはニシンの骨曲がり症．マツカワの

眼球欠落症，ハナサキガニ幼生の白濁症，ウニの黒紫症

などが知られている。

２．種苗生産過程において

問題となっている主な疾病

現在，わが国各地の種苗牛麓施設で問題となっている

疾病の大部分は，魚類を主体とするウイルス性疾病であ

り（KIMunAandYosHlMIzu，1991)，また育成段

階においては細菌性（MuRocA，1990）および寄生虫

性疾病（ＯｃＡｗＡ，1990）の被害が多い。表１に緬苗生

産過程で問題となっている主な疾病を，表２に育成段階

あるいはその後の放流・養殖過程で問題となっている疾
病を示した。

ウイルス性疾病としてはピルナウイルスによるブリの

膵肝壊死症およびヒラメ等の腹水症，ヒラメをはじめと

する数種の海産魚のラプドウイルス病．へルペスウイル

スによるヒラメやメバルの上皮増生症などが知られ，さ

らに最近ではノダムラウイルスによるシマアジ，ハ夕類
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表１．種苗生産施設で問題となっている主な疾病とその原因微生物

疾病名（通称名） 病原体 主な魚樋

膵臓肝臓壊死症（腹水症）

ラブドウイルス病

腹水症

上皮増生症（壊死症）

ウイルス性神経壊死症

イリドウイルス感染症

口白症

パキュロウィルス性中Ｍ１腺壊死1.：

YeIlowtnilAscitesVirus（ＹＡＶ）

RhqbdouiruLsoljuQceus（ＨＲＶ）
Bimavirus

Herpesvirus
Nodamuravirus

lridovirus

未同定ＤＮＡウイルス

ＢＭＮＶ。

プリ

ヒラメ

ヒラメ

ヒラメ

シマアジ

マダイ

トラフグ

クルマエピ

腸管白濁症

腹部膨満症

ビプリオ病

エピピオンツ症

VUbrjosp、ＩＮＦＬ

Ｗｂｒｊｏｓｐｐ・
Wbrjo属細菌

細菌？（極未同定）

。
ｘ
〆
Ｐ
天
安
二
℃
、
■
』
『

一
つ
一
フ
ザ
ザ

ヒ
ヒ
ガ
ガ

ハリフトロス症

真菌症

HuljpAthorossp、

真菌（極未同定）

クルマエピ

ョシエビ

スクーチカ症

イクチオポド症

ウージニウム症

Scuticocniatida繊毛虫

比hthyobo〔fonemtoZ
Obdmjum属渦鞭毛虫類

ヒラメ

ヒラメ

トラフグ

＊：Ｂａculovimlmidgutglandnecrosisvi｢us．

表２．ヒラメおよびブリの育成場で問題となっている主な疾病とその病原体

魚極疾病名 病原体

ラプドウイルス病
リンホシスチス症

エドヮジェラ症
滑走細菌症
ピプリオ病
(穴あき病）
連鎖球菌症
トリコジナ症
白点病
スクーチカ症
イクチオポド症

ヒラメ RhabdouiJwsoUiuace皿ｓ（ＨＲＶ）
LymphocysLiBdiseasevirus（ＬＤＶ）
Euuノロ砥sielJaZardq

FZe工jbQcUe「ｍα〃ｔｊｍｎｓ

Ｖ［６（ｏα"ｇｌ４ＭｌＱｒｕｍ
Ｖ[brio属細菌

SZreptococcus属細菌
mrjcochodinq属繊毛虫

CbptocaD′o几i｢rjZqJus
ScuLicociIiatida繊毛虫

Ibhtﾉb'obodOPzecaZoZ

ブリ ビプリオ病
類結節症
連鎖球菌症
ノカルジア症

イクチオホヌス症
クドア症
べこ病
はだむし症
えらむし症
鰹ガリグス症
サヨリエダムシ症

Ｖﾋﾞ６両oqFDguiZlα｢皿、￣
nZEsZe皿reMPicJcidq
SzFqDtococcus属細菌
jVOcqrdmcampqc九d

fH繩鰯;緋『（
MicroSpo〃diumseriokle
Benede"ｉｑｓｅ｢jome

HbZeraxmeheUerocerca

CbZig“s属寄生性尭脚類
JronamelanOSdiCta

-３４８－
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表３．北日本の種苗生産施設で問題となっている主な疾病とその原因微生物

疾病名（通称名） 病原体 主な魚極

ラプドウイルス病

腹水症

上皮増生症（壊死症）

腹部膨満症

エドワジェラ症

スクーチカ症

イクチオポド症

RhabdoujrusoljuaceLLS（ＨＲＶ）

Birnavirus

Hemesvirus

VI6riospp

EUOwqdsjeUlamrdtz

Scuticociliatida繊毛虫

khthyobodi)〃ecQtoJ

○
〆
・
メ
ロ
メ
、
〆
○
メ
ロ
メ
０
メ

ー
フ
ー
フ
ー
フ
ー
プ
｜
ブ
ー
ブ
ー
フ

レ
】
・
上
上
・
上
・
上
０
上
・
上

４．防疫噸の重要性および採苗親魚の
健康状態の把握，種卵の消毒法

上述のように魚類の種苗生室過程においてウイルス性

疾病が大きな問題となり被害も大きい。しかし現状では

治療法もなく，ワクチンも後述のピプリオ病ワクチンを

除き研究段階にあり，防疫によるしか対処の方法がない。

ウイルス性疾病の場合，多くは親魚がウイルスを保有し

卵はウイルスが表面に付積した状態で生み出されると考

えられる（さけ.ます類での知見をもとに類推)。その

ため採苗親魚の病原ウイルス保有の有無と既往症（抗体

検査）の検査が必要となるが．採卵親魚を対象に検査が

実施されているのはさけ.ます類（吉水・野村，1989）

を除くと－部の施設のヒラメとシマアジのみであり，各

魚種毎の検査体制の整備が急がれる。そしてウイルス検

査陰性の親魚から得た卵を種苗生産に用い，病原体に感

受性を有する期間，病原体フリーの用水で飼育後，必要

に応じワクチン等の処理をして自然界に放流する必要が

ある。しかし汚染卵しか人手困難の場合は，卵表面の消

毒法を確立し、種卵として用いる必要がある。ニジマス

をはじめさけ．ます類の場合にはこのような方法により，

ウイルス汚染地域でも産業として成り立っている。

またわが国の海産椎仔の種苗生産は対象生物の栄養要

求等の基礎的知見に乏しいまま，経験的に生物餌料を用

いての技術開発が先行してきた経緯がある。この生物餌

料は原生動物・細菌・ウイルス等の微生物生態も不明な

ところが多く，特に細菌をはじめとする微生物管理が難

しい現状を考えると，早急な人工餌料の開発が望まれる。

さらに種苗が無検疫のまま各地に配布あるいは販売流

通している現状を考えると．種苗生産に拠わる関係者の

合意による防疫体制の整備が望まれる。

一方細菌性疾病に関しては．迅速診断法の開発，原因

菌の分離・同定と共に，水産用医薬品の適正使用により

治療が可能となり，いわゆる早期発見．早期治療の効果

が上がっている。しかし薬剤の使用による耐性菌の出現

が治療上の障害にもなっている。

動物用医薬品のうち水産では，「ブリ（はまち)，マ

ダイ，ギンザケ，マアジ，ヒラメ，コイ（食用)，ウナ

ギ，ニジマス，アユ，テイラピア」の10魚種を対象に飼

料添加物としてサルファバリ，フラン剤．抗生物質，合成

抗菌剤が，さらに薬浴剤および散布剤が水産用医薬品ど

して指定され「使用基準の定めるところにより使用する

こと」として使用が許可され，・養殖業者の皆傲へ「水

産用医薬品の使用について」水産庁．としてパンフレッ

トが配布されている。細菌性疾病が発生した場合には．

速やかに原因菌を分離同定し,薬剤感受性試験を行って

適正な医薬品を選択し，使用基準の定めに従って使用す

る必要がある。

またワクチンに関しては現在ニジマスとアユのビプリ

オ病を対象に水産用ワクチンが市販されているが，海室

種苗の疾病原因細菌およびウイルスについては現在開発

研究中であり，実用化にはまだ時間が必要である。この

ような現状を考えると，上記の親魚対策と後述の飼育施

設および飼育用水対策を実施し，病原体を排除する方向

で防疫対策を行う必要がある。

ところで，現在大部分の種苗生産施設では沿岸海水を

鑓過してそのまま飼育用水として使用しているために，

海水中に病原微生物が存在すると種苗牛牽水槽への侵入

は避けられず，飼育環境や飼育魚の健康状態の悪化さら

には過度のストレス等が加わった場合，疾病が発生しや

すい状況下にある。さらに一旦疾病が発生すると魚体内

で増殖した病原体を多量に環境中に放出することになり．

湾内あるいは沿岸海水を病原菌で汚染し，悪循現を繰り

返し，ある時点で発病に至る危険性がある。こういった

危険性を回避するためにも飼育用水および飼育排水を殺

－３４９－
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殺菌装置も普及してきている。病原微生物の紫外線感受

性を図Ｉに，オゾン感受性を表４に示した。魚類病原微

生物の紫外線感受性から判断すると，飼育用水中に存在

する病原微生物の殺菌には100回Ｗ・ｓ/cm2程度の照射

能力を有する装置の導入が必要となる。一般的な紫外線

殺菌装置の紫外線照射鼠は10`且Ｗ・ｓ/cm2程度であり，

この紫外線照射量から判断すると図１のラインより下の

微生物の殺菌は可能であろうと考えられる。一方オゾン

を用いる場合.魚類病原微生物は1.0ｍｇ/２（＝１ｐｐｍ）

で１分間あるいは0.5ｍｇ/２で数分間処理することによ

り殺菌が可能と考えられる。ただオゾンは強力な殺菌作

用がある反面‘魚に対しても毒性を示す。そのため曝気

あるいは活性炭による吸着等でオゾンを除去してから飼

育用水として用いる必要がある。魚遜性はニジマス

でＬＣ`･が0.008～0.028ｍｇ/‘（＝ｐｐｍ）と報告され

(ＷＥＩ〕mMEYEReZQU.，1989)，魚の飼育には0.003ｍｇ／

２以下にする必要があるとされている。淡水の場合はオ

ゾンの除去は比較的簡単であり，溌気法が広く用いられ

ているが。海水中には極々の微量成分が存在しオゾンは

これらと反応してオキシダントとなり殺菌的に作用する。

このオキシダントの除去には活性炭等が使用されている

が，この除去装邇の開発と常時オゾン濃度を監視できる

菌する対策をとる必要がある。

５．飼育用水および排水の殺菌・消毒法
上記のような疾病被害をなくすためには，種苗生産シ

ステム中に存在あるいは侵入する病原微生物を殺菌ある

いは排除する必要があり．この殺菌・消選対象は飼育生

物を含め，飼育用水や排水。飼育用施設。飼育用器具類

さらには飼育場の建物や輸送車を含めた種苗生産潔境全

体に及ぶ。しかしこの種苗生産システム全体の殺菌・消

騨は物理的に不可能であり，それぞれのケースごとに，

最適な殺菌消毒法を選択する必要がある。

水の殺菌法としては古くから加熱殺菌や塩素殺菌が用

いられ,飼育用水の殺菌にも上水道水同様塩衆による消

髭を実施し疾病の発生がほとんど見られない養魚場も外

国では知られている。さけ.ます類の場合，発眼期に卵

をヨード剤で消毒し脱塩素処理上水道水あるいは湧水を

使用して飼育するとＳＰＦ（病原体フリー）魚が得られ

る。

種苗生産用水の殺菌法としては，水そのものの理化学

的性質を変えることなく低コストで大皿の水の殺菌処理

を行う必要があり．現在のところ紫外線を利用する方法

が最も目的にかなっている。また最近はオゾンを用いた

表４．海水中での魚類病原微生物に対するオゾンの殺菌効果.’

オゾン鋼lq：処El1IliIlll殺菌効果菌数
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LＯ－Ｌ９ｘｌＯ６

原虫：キロドネラ
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1.0-2.5ｘｌＯａ

３．５－３．９×104

F~ﾗﾏｦﾗｰE遍歪字］

３０－５.Ｏｘ１０４ 1.8-3.8×１０４

(市販の紫外線殺104

1.0-4.0×１０３
グラム陰{生魚病原閃爾2） グラム陰性菌：大腸菌

赤痢菌、チフス菌
103

2.0-5.Ｏｘ１０３
凸

魚類病原微生物 衛生麺生物

図ｌ魚頬病原微生物および術化微生物の紫外線感受性．
木村・吉水（1991）よりi川１１

モニターシステムの開発が今後の課題である。

加熱殺菌も理論的には可能であり，易熱性のへルペス

ウイルスやラプドウゴルス，グラム陰性の魚類病原$Ⅲ菌

の殺菌には有効な方法と考えられ，ホットプレート式殺

鬮装画も開発されているがⅢ現状ではまだ基礎的知見お

よび使用実綱に乏しい。さらに高分子漉過膜を用いた趨

過除幽法も種苗生産現嶋の海水を大鼠に蝿週するには膜

の目詰まり対策とコスト面での問題があり，貿重な魚極

の限られたステージを飼育するためには有効であろうが，

一般に広く普及させるにはもう少し時間を要する。

吉水，1991)。

１）飼育施設・器具機材の消毒

まず屋外の水柵や飼育池．生け費網等は水を切り，天

日でよく乾燥すると同時に消毒薬を直接散布する。屋内

の場合も同槻であるが，金属性の柵造物への散布には適

切な消懸薬を選ぶ必要がある。建物への出入り口には踏

み込み楢を設図し長靴等の消毒に使用する。また手指は

十分洗浄後消毒する。長靴類や胴付き長靴，カッパ瀬は

同撤にillj議後，加温乾燥しておく。活魚輸送迎の消溌も

重要であり，施設への入り口で十分水洗後，消潅液を噸

霧する。車の進入感知センサーがついた自動覗霧装極を

使用している所もある。高圧洗車機を用いてもよい。水

|W内は種苗を取り出した後．十分水洗し，消醗液を川い

て洗浄後，再度水洗する。この場合の洗浄水には水道水

を用いる。たも網やブラシ，ざる，たわし，バケツ等の

使用器具，機器噸は．消遜液を入れた容器に数分IH1漫ｉｉｉ

し,十分水洗いして乾燥させておく。飼料調製用カッター

や自動給餌機もよく水洗した後，適切な消灘薬で汚れ等

をとる。

２）飼育生物の消毒

飼育生物を淵灘する目的の一つは，外部からの病原体

の持込みを防止するために種苗として導入するときに柵

６．飼育施設・使用器具，機材の微生物対策

上記種苗生産用水および排水の殺菌と共に，飼育に用

いる器具，機材および飼育施設の微生物対策が，病原体

の伝播防止上きわめて重要である。飼育水槽．飼育池，

生け筏等の飼育施設は種苗の蝋人前に病原体を殺鬮・排

除しておく必要があり，日常の使用器具・機材の消遜は

防疫上極めて重要となる。消漉薬は種頗が多く，その作

用機序も異なり，また病原体によって抵抗l生も異なって

いる。さらに水産種苗生産環境は魚極ごとに飼育温度や

塩分欄度も異なり．病原体ごと，魚１ｍごとさらには使用

時1Ｗごとに適切な消嘩薬を避択する必要がある（木村．
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轍することであり，もう一つは発病魚を廃棄する場合で

ある。前者の場合，消懸可能な時期は限られ，卵の時期

のみが現在消毒可能である。他には外部寄生虫の駆除を

目的とした薬浴がある。一方病魚は飼育池から取り上げ

た後．適切な消毒をして廃棄する必要がある。魚体への

消毒薬の浸透性に関してはクレゾール石鹸液が優れてい

るが，現実的には加熱消毒法を選ぶ必要がある。加熱に

際しては魚体毎に加熱時間を調節する必要がある。

以上．今回紹介した病原体に対する防疫手法が，海産

種苗の生産施設および育成あるいは饗殖施設において一

日も早く確立・整鮒され，その効果的な活用により，現

在各地で問題となっている魚病被害が減少することを期

待したい。
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